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解説
　全国家畜保健監視システム（ＮＡＨＭＳ）すなわち、エクワイン’９８調査は、この種の調査としては初めてのものであり、ＵＳＤＡ：ＡＰＨＩＳ（米農務省、動植物衛生検査部）の獣医局（ＶＳ）から多額の投資が行れている。本調査の目的は、馬の保健管理に関する情報を収集し、馬産業界へ提供することにあった。
　本調査により得られた情報は、馬産業界における将来の変化を予測する基礎となるものである。また本調査により、アメリカ合衆国の馬産業界において確立されてきた馬の管理法および健康法が、諸外国の手本となっているというユニークな現象も生じている。
　本調査が成功した理由は、全国農業統計部（ＮＡＳＳ）、全国獣医診断（ＮＶＳＬ）研究所、農業研究部（ＡＲＳ）研究所、各州および連邦政府の獣医師、家畜保健の専門家、そして、馬主らが協力したことにある。
　ＮＡＨＭＳは、収集されたデータを様々なフォーマットで提供し、それらの利用を最適化した。この調査が開始された１９９８年の春以降、多くの書籍や論文が出版・発表されており、今後もその傾向が続くと思われる。
　報告書や情報シートのコピーは、疫学・家畜保健センター（５５５Ｓ．Ｈｏｗｅｓ　Ｓｔｒｅｅｔ、Ｆｏｒｔ　Ｃｏｌｌｉｎｓ、Ｃｏｌｏｒａｄｏ　８０５２１；電話（９７０）４９０－８０００）から入手することができる。また、電子情報として、ＮＡＨＭＳｉｎｆｏ＠ｕｓｄａ．ｇｏｖからも、入手可能である。
　エクワイン’９８調査により、西ナイルウイルスが１９９９年と２０００年に大流行した際に、ＵＳＤＡ：ＡＰＨＩＳ：ＶＳは、調査に協力した馬産業界に対する認識を深め、協力関係をより良いものとした。
　アメリカでは、多くの馬健康監視活動が行われており、エクワイン’９８調査はそれらの活動の一部に過ぎない。馬主や第一線で活躍している開業獣医師は、異常な出来事を認識し、それを報告する理想的な立場にある。
　州政府の獣医師は、担当地区において発生する公的規制の対象疾病について報告する上で、中心的な役割を担っている。ＵＳＤＡ：ＡＰＨＩＳ：ＶＳは、馬伝染性貧血（ＥＩＡ）の感染馬が州境を越えることを規制し、連邦政府の輸入地において特定の疾病に対する試験プログラムを実施している。アメリカ合衆国の監視システムの各構成機関は、家畜の健康に関する特定の情報を提供している。
　費用対効果、国民の負担、貿易相手からの要求および疾病の流行が生む破滅的な結末の可能性などを考慮し、家畜の健康を監視する総合的な手法を開発する必要性は増していると考えられる。
　エクワイン’９８調査は、馬の頭数、管理および健康に関する基本的な情報を提供する役割を果たした。本調査によって得られた情報は、いくつかの目標を達成するための総合的かつ調和のとれたシステムの開発に向けた次のステップの基礎となる。その目標は、例えば、疾病の発生の迅速な確認と追跡、新たな病原体の出現、あるいは病原体の毒性強化の徴候となる疾病パターンの変化の監視、馬の健康状態を最適化する管理手法の確認および研究の承認などである。
　さらにエクワイン’９８調査は、健康管理に関するより良い判断材料を馬主と獣医師に提供するものでもある。
問い合わせ先：ｼﾞｮｼｰ･ﾄﾗｳﾌﾞ-ﾀﾞｰｶﾞﾂ医師､電話(970)221-4535、Josie.Traub-Dargatz@colostate.edu、獣医学・生物医学学部、ｺﾛﾗﾄﾞ州立大学、ﾌｫｰﾄｺﾘﾝｽﾞ､ｺﾛﾗﾄﾞ州。
各国の情報
２０００年第３四半期
　ニューマーケットの国際照合センター（ICC）およびその他の機関は、以下の疾病の流行を報告した。
　馬ヘルペスウイルス（ＥＨＶ）感染による呼吸器系疾患は、フランスの様々な品種の馬、トルコ（イスタンブール）の競馬場に繋養されている競走馬、およびアイルランドの２つの施設に繋養されている馬に発生した。ＥＨＶ－１による流産は、デンマークから報告されており、ＥＨＶ－１による麻痺は、ノルウェーの非サラブレッド種とシンガポールのポロ・ポニーに発生した。
　オーストラリアのクイーンズランド州の風土病地域では、検査を行った２０頭の馬のうち２頭が馬伝染性貧血（ＥＩＡ）に対して陽性と判定された。また、フランスの南部でもＥＩＡが流行し、主な発生源であるヴァール地方では、感染した５３頭中の３６頭に安楽死が処され、その他の５つの地方においても、試験を行った５５０頭中の９頭に安楽死が処された。
　フランスの２つの牧場では、馬ウイルス性動脈炎（ＥＶＡ）に対して抗体陽性を示した２頭のサラブレッド種牡馬が確認されたが、精液からウイルスは分離されなかった。また、種付期の終わりにフランスからイギリスに戻された３頭の牝馬で、ＥＶＡに対する抗体価の上昇が観察された。
　インフルエンザは、フランスの非サラブレッド種、スウェーデンのある１つの施設の繋養馬およびイギリス南部の２つの施設に繋養されていた非サラブレッド種とロバに発生した。イギリスの２つの施設は、インフルエンザにより大打撃を受けた。
　トルコは、馬疾病監視プログラムを実施し、登録されているサラブレッド、アラブ馬およびその他の品種の馬から、鼻疽の存在を示す血清学的な証拠は得られなかったと報告した。
　スイスにおいて、ピロプラズマ病の血清学的な証拠が得られたとの報告が為されており、イスタンブールの競馬場においても、この疾病の臨床例が一例報告されている。
　オーストラリアのビクトリア州からは、ロスリバー・ウイルスが分離されたことが報告されている。本ウイルスは昆虫が媒介するアルファウイルスであり、ゲタウイルスと密接な関係を有している。
　腺疫は、スウェーデンの乗用馬と速歩馬およびアイルランドの８つの施設に繋養されている馬を始めとして、オーストラリア、スイスおよびイギリスの多くの馬に発生したと報告されている。
　フランス南部の隔離エリアでは、３２頭の馬が西ナイルウイルスに感染したと報告されている。しかし、ヒトの感染例は報告されていない。
馬の染色体異常
　以下に記す馬について考えてみよう。ケース１）、繁殖牝馬になる可能性があるが、卵巣が小さく、明確な発情周期を示さない牝馬。ケース２）、四肢に重度の拘縮および代謝障害を有する仔馬。ケース３）、ステークスの勝馬だが、２回の種付期にわたって不受胎であった牝馬。ケース４）、受胎力が弱い、若い種牡馬。これらの馬は、すべて染色体異常と診断されたものである。
　通常、馬の細胞は６４本の染色体を有する。６２本は常染色体、残りの２本は性染色体であり、牝馬の場合はＸＸ、牡馬の場合はＸＹである。染色体の半分は父馬から、残りの半分は母馬から受け継ぐ。染色体の構造が乱れることにより、様々な問題が発生する。
　馬の染色体数を確認する為には、血液を採取し、研究所に送付する。白血球は７２時間、特別な培地で増殖させる。
　染色体を“化生”と呼ばれる細胞周期の段階で捕捉し、細胞の浮遊物をスライドグラス上に滴下する。次に特別な染色を施すことにより、染色体を顕微鏡下での観察が可能となる。次に、染色体を画像撮影により確認し、“核型”と呼ばれる標準化された染色体とペアにして、比較することにより、数と形態の異常を検査する。
　馬における最も一般的な染色体異常は、不妊の牝馬に１個の性染色体が欠如している状態である。それは、Ｘ単染色体、あるいはＸＯ型と呼ばれるものである。ＸＯ型の牝馬は、ヒトにおけるターナー症候群に相当する。ターナー症候群は最も一般的なヒトの性染色体異常で、出産される７００人の女児につき１人の割合で発生するとされる。馬のＸ単染色体の発生についての統計は存在しない。
　上記のケース１の牝馬は、ＸＯ型の牝馬である。ＸＯ型の外見は正常だが、同年齢の馬に比べて体躯が小さい場合がある。ＸＯ型の牝馬でも、競走成績が良好で、特に問題が存在しないことがある。しかし、種付所に連れて行って初めて、問題が顕在化する。ＸＯの牝馬は、卵巣が小さく不活発で、発情の兆候を示さず、妊娠が不可能である。
　ケース２の仔馬は、31番常染色体を余分に1本持っている。この仔馬の骨格は重度の異常を示し、代謝障害をも発症していたことから、生存は困難であった。馬の常染色体の３染色体性は、これまで８件が報告されているに過ぎない。
　馬の構造的な染色体異常は稀であるが、１本の染色体の一部が別の染色体に転座したケースや、染色体の一部が欠失しているケースが報告されている。
　ケース３の牝馬には重度の転座が発生し、それが原因で不妊となった。また、ケース４の種牡馬の１本の常染色体には、小さな欠失部が発見された。受胎力に影響を与える遺伝子が、異常を有する染色体のどの部分に存在しているのかは、まだ解明されていない。
　健康馬は、正しい数の適切な構造の染色体を有している。染色体の構造が、多少変化しても重大な問題を生じさせる原因とはならないが、不妊や健康障害の原因となる可能性は存在する。一方、染色体に大きな変化が起こると、胚の喪失や仔馬の死亡が発生する可能性が高い。
　核型を使用することにより、染色体の異常を確認することができる。今後における技術の進歩と遺伝子マップ情報を活用すれば、馬の染色体異常が遺伝病を引き起こすメカニズムを解明させる一助となると考えられる。
問い合わせ先：ﾃﾘ･L･ﾘﾔ医師､電話(859)257-4175､equigene@pop.uky.edu、ﾏｯｸｽｳｪﾙ･H･ｸﾞﾙｯｸ馬研究ｾﾝﾀｰ｡
アメリカ国内の情報
西ナイルウイルスの最新情報
　この最新情報は、ナショナル・アトラス・オブ・ユナイテッドステーツ（www.nationalatlas.gov/virusmap.html）、ニューヨーク州保健局（www.health.state.ny.us）、ＰｒｏＭｅｄ（www.promedmail.org）、および米農務省（ＵＳＤＡ）（www.aphis.usda.gov.）のウェブサイトから入手した。
　１１月になって寒冷な気候が始まるとともに、多くの州は監視活動を縮小した。２０００年１１月２７日現在、北東部の１２の州が、西ナイルウイルスの存在について報告している。報告を行なったのは、コネチカット、デラウェア、メリーランド、マサチューセッツ、ニューハンプシャー、ニュージャージー、ニューヨーク、ノースキャロライナ、ペンシルベニア、ロードアイランド、バーモント、バージニアの各州と、ワシントンＤＣである（図１を参照）。
　本ウイルスは、死亡した鳥類と蚊から発見される割合が最も高い。ヒトの感染例は18例が報告されており、１人が死亡している。また、馬は６４頭が感染し、その中の少なくとも２２頭が死亡したと報告されている。
　ニューヨーク州では６４種類、１，２７１羽の死亡した鳥類からこのウイルスが確認された。その中の８４７羽はカラスで、ニューヨーク市の独立区を含む５７の郡に分布している。また、同州では、コウモリ（１４）、生きている鳥類（８）、ウサギ（３）、リス（３）、ネコ（２）、アライグマ（２）、シマリス（１）からもＷＮＶ（西ナイルウイルス）が確認されている。
　ニュージャージー州では、１，１３７羽の死亡した鳥類からウイルスが確認された。他の州の状況は、次のとおりである。コネチカット州（１，１０５羽）、マサチューセッツ州（４４２羽）、ロードアイランド州（７７羽）、メリーランド州（５０羽）、ペンシルベニア州（３２羽）、ニューハンプシャー州（７羽）、バージニア州（７羽）、ワシントンＤＣ（３羽）、ノースキャロライナ州（１羽）、バーモント州（１羽）。
　センチネル・チキン（鳥類）の群れに対し、集中的な監視が行なわれているが、これまでのところ、ニューヨーク州（２羽）とニュージャージー州（４羽）の６施設における６羽の抗体価の上昇が確認されている。
　　ＷＮＶは、ニューヨーク州（３５７ヶ所）、ニュージャージー州（５３ヶ所）、ペンシルベニア州（４６ヶ所）、コネチカット州（１４ヶ所）、マサチューセッツ州（４ヶ所）の蚊の生息場所（水溜り）において確認されている。そのような場所の大半は、ニューヨーク市の内部および周辺に密集している。
　夕暮れと夜明けに活動する蚊、および昼間に鳥類や哺乳類から吸血する蚊を始め、いくつかの種類の蚊が感染していることが確認された。その大半はアカイエカだが、イエカ属のmelanura、restuans、salinarusを始めとして、ヤブカ属のalbopictus、cantator、japonicus、triseriatus、vexans、ハマダラカ属のpunctipennis、そしてPsorophora feroxという蚊からも、ＷＮＶが確認されている。
　ヒトにおける１８件の感染例のうち、１３件はニューヨーク市、４件はニュージャージー州、１件はコネチカット州で発生した。馬は６４頭が感染し、その内訳は、ニュージャージー州（２７頭）、ニューヨーク州（２４頭）コネチカット州（７頭）、デラウェア州（３頭）、マサチューセッツ州（１頭）、ペンシルベニア州（１頭）、ロードアイランド州（１頭）である。
図１：西ナイルウイルスに関する２０００年１１月２７日現在の最新情報。
ＮＹ＝ニューヨーク州：人間１３人、馬２４頭、死亡した鳥類１２７１羽、生きている鳥類８羽、センチネル・チキン２羽、蚊の生息場所３５７ヶ所、コウモリ１４羽、飼われているウサギ３頭、リス３匹、ネコ２匹、アライグマ２頭、シマリス１匹
ＶＴ＝バーモント州：死亡した鳥類１羽
ＮＨ＝ニューハンプシャー州：死亡した鳥類７羽
ＭＡ＝マサチューセッツ州：馬１頭、死亡した鳥類４４２羽、蚊の生息場所４ヶ所
ＲＩ＝ロードアイランド州：馬１頭、死亡した鳥類７７羽
ＣＴ＝コネチカット州：人間１人、馬７頭、死亡した鳥類１１０５羽、蚊の生息場所１４ヵ所、スカンク１頭
ＮＪ＝ニュージャージー州：人間４人（１人は死亡）、馬２７頭、死亡した鳥類１１３７羽、センチネル・チキン４羽、蚊の生息場所５３ヶ所
ＤＥ＝デラウェア州：馬３頭
ＰＡ＝ペンシルベニア州：馬１頭、死亡した鳥類３２羽、蚊の生息場所４６ヶ所
ＤＣ＝ワシントンＤＣ：死亡した鳥類３羽
ＭＤ＝メリーランド州：死亡した鳥類５０羽
ＶＡ＝バージニア州：死亡した鳥類７羽
ＮＣ＝ノースキャロライナ州：死亡した鳥類１羽
仔馬におけるＥＩＡのリスク
　理論的に矛盾するように思えるが、仔馬が馬伝染性貧血（ＥＩＡ）に感染している馬の近くにいても、感染することは稀である。ＥＩＡに感染しているが、臨床症状を示さない母馬から生まれた仔馬は、ＥＩＡウイルス（ＥＩＡＶ）の媒介動物が数多く生息している牧草地で飼育されても、感染せずに成長する可能性が高い。それには、いくつかの理由が存在する。
　仔馬は、感染に対する抵抗力を有していると考えられるが、それを証明するデータは存在しない。初期の胎子におけるＥＩＡウイルス弱毒株の感染実験において、妊娠２０４日目以降にウイルスを接種した胎子は、子宮内で抗体を産生し、ウイルスおよび抗体に対して陽性の状態で生まれた。
　仔馬は成馬に比べてＥＩＡに感染する可能性が少ないという事実は、どのような要因によるのだろうか。第一に考えられるのは、受動的に獲得する初乳抗体の関与である。調査によると、初乳により得られるＥＩＡウイルスの抗体は、この病気に対する一定の防護機能は有しているが、感染を防止する力は有していない。
　仔馬は、媒介動物にとって魅力がないのであろうか。つまり、吸血昆虫が感知できる魅力的な化学物質の分泌が少ないのであろうか、あるいは、昆虫にとって魅力のない物質を分泌させているのだろうか。仔馬と成馬が昆虫を引き付ける力の差を統計的に示す調査は、行なわれたことがない。しかし媒介動物が、吸引する血液の供給源を如何に発見しているのかについては、すべてが判明しているわけではない。
　宿主を認識した際に、媒介動物は満腹するまで吸血可能であるのか、あるいは撃退、妨害されるのかを判断する。身体のサイズが小から中までのアブ科の昆虫は、大型のアブ（例えば、Tabanus americanus）に比べて、最初に発見した宿主で食欲を満たす可能性が高い。大型のアブは、成馬の防御行動（身体の一部をピクピク動かす、地面を強く踏む、尾を振り回す、など）を引き出すことが多いので、摂食が妨害されると考えられる。
　仔馬の防御行動は激しく、媒介動物から逃げ回ったり泥の中で転げ回ったりすることから、ＥＩＡに感染するリスクは低くなる。
　陽性と判定された母馬の仔馬を管理する場合は、１４日毎に検査を受け、仔馬の反応と母馬の反応を比較する必要がある。検査には、仔馬から連続的に採取したサンプルを比較するＥＩＡの公的検査、およびＲＴ－ＰＣＲ（ポリメラーゼ連鎖反応）を使用して能動感染を確認する検査が含まれる。
　仔馬が初乳を摂取前に、既に抗体陽性であることは、すなわち能動感染を示す。仔馬の受動抗体の力価は生後４８時間で最大となり、その後は抗体の半減期に従って低下する。力価が最大になると、仔馬の抗体のレベルは、母馬のレベルとほぼ同等になる。
　仔馬の能動感染を確認する最初の指標は、抗体のレベルが母馬のレベルよりも高いこと、時間が経過しても力価が一定していること、あるいは増幅されたＲＮＡが存在していることである。これらの指標は、仔馬にウイルスが存在することを示している。陽性と判定された馬から６０日間隔離することにより（離隔距離は２００ヤード以上）、予後は良好となる。抗体は継続的に減衰し、やがて、増幅されたウイルスのＲＮＡも消滅する。
問い合わせ先：ﾁｬｯｸ･ｲｾﾙ医師､電話(859)257-1710､cissel@pop.uky.edu、ﾏｯｸｽｳｪﾙ･H･ｸﾞﾙｯｸ馬研究ｾﾝﾀｰ｡
あるいは、
ﾚﾍﾞｯｶ･ﾏｯｺｰﾆｺ医師､電話(225)346-3369､mcconnico@mail.vetmed.Isu.edu、ルイジアナ州立大学。
準備運動（ウォーミングアップ）が成績に与える影響
　準備運動（ウォーミングアップ）は、活動中の筋肉への血流量を増加させ、筋肉内の温度を上昇させる。準備運動の利点は、活動中の筋肉への酸素供給量の増加、酵素機能の向上および関節の可動域拡大などである。近年に至るまで、競走馬における準備運動の利点については、ほとんど研究が行われていなかった。しかし、最近の５年間の研究から、準備運動には利点が存在すること、および準備運動と馬が行う運動の種類との間に一定の関係が存在することが明らかとなった。
　軽度－中程度の準備運動を行なった馬と、準備運動を行なかった馬との間における運動反応を比較した論文が存在する（タイラーら、１９９６年、Ｅｑｕｉｎｅ　Ｖｅｔ　Ｊ．，２８：１１７）。本論文によると、１０分間の準備運動（常歩および速歩）を行った馬は、準備運動を行っていない馬と比較して、短距離を疲労するまで高速で走らせたときの酸素欠乏の程度が低下したと報告されている。
　また、オハイオ州立大学の研究者が実施した調査（マカッチャンら、１９９９年、Ｊ　Ａｐｐｌ．Ｐｈｙｓｉｏｌ．，８７：１９１４）では、準備運動を行うと、激しい運動時の酸素欠乏の程度が低下すると共に、乳酸の蓄積が減少することが明らかとなったとされている。この調査結果は、レースなどの激しい運動を行う直前に準備運動をすると、運動中の筋肉への酸素供給量が増加することを示唆している。
　さらに、１９９６年に発表された研究（ランドその他が１９９６年に実施、Ｊ　Ａｐｐｌ．Ｐｈｙｓｉｏｌ．，８０：２１９０）では、中強度の準備運動を行った馬は、準備運動なしの馬に比べて、激しい運動を行っているときの熱放散が多いことが明らかにされている。筋肉内が蓄熱されることにより、筋肉の損傷が誘発される。したがって、熱放散の増加は、競走馬にとって有益であると考えられる。
　準備運動が有益であることに異論を唱える者は、殆ど存在しない。しかし、最良の準備運動の手順に関する報告も殆ど為されていない。最適な準備運動は、生理機構をスタンバイさせることには寄与するが、過度の蓄熱および疲労の緩和には寄与しない。ヒトを対象とした研究では、特定の種類の運動において、過度の準備運動は準備運動をしない場合よりも悪影響を与えると報告されている。
　１３分間の中程度の準備運動（常歩）と、１３分間の激しい特定の準備運動（常歩、速歩、キャンター、そして２０秒間のギャロップ）が、７０秒間の激しい（全速力に近い）短距離走を行う馬と、２１０秒間の中程度の運動を行う馬に与える影響が、ケンタッキー大学において、調査・研究された。
　激しい準備運動を行った馬は、７０秒間の短距離走において乳酸濃度が低下したが、中程度の運動時には低下しなかった。また、オハイオ州立大学で実施された調査では、激しい準備運動（７分間の軽運動の後、４５秒間の短距離走を３回）を行った馬は、１０分間の軽度の準備運動を行なった馬に比較して、疲労するに至る時間が短縮したと報告されている。
　以上の調査・研究の結果は、適切な準備運動は、準備運動を行わない場合に比べて、良好な結果をもたらすことを示すと同時に、準備運動の有効性は実施する運動のタイプにより異なることを示唆するものである。短距離の競走を行う馬は、準備運動として常歩や低速の速歩を行うのではなく、短距離走を伴う中強度の準備運動を行う方が、効果が大きい。しかし、長距離を走る場合の準備運動の有効性は、あまり明確になっていない。
　準備運動のプログラムを計画する際に考慮すべきひとつの重要な要素は、気温である。準備運動の有効性には、筋肉と血液を温めることが含まれる。同じ効果を達成するために必要な運動量は、暑いときには減少し、寒いときには増加する。
　例えば、気温が２１．１°Ｃのときに，体温を１．１°Ｃ上昇させる運動は、気温が高いときには体温を２．２°Ｃも上昇させてしまう。
　現在に至るまで、準備運動の影響を調査するために、代謝反応についての研究が行なわれてきた。しかし今後においては、腱、靭帯、関節、および神経筋の機能に与える影響について、研究される必要がある。
問い合わせ先：ﾛｰﾘｰ･ﾛｰﾚﾝｽ医師､電話(859)257-7509､llawrenc@ca.uky.edu.動物科学学部､ｹﾝﾀｯｷｰ大学｡
ケンタッキー州の情報
仔馬の周産期仮死
　２００１年の出産シーズンが始まると、獣医師と牧場の管理者は、仔馬の出産に伴う様々な問題に対処する必要が生じる。その問題のひとつが、周産期仮死あるいは新生子仮死と呼ばれるものである。
　周産期仮死は、血液中の酸素量が減少すること、あるいは組織を還流する血液量が減少する結果、組織に供給される酸素量が減少することにより生じる。周産期仮死は、分娩時に仔馬の組織内の酸素量が減少することにより、引き起こされる症候群である。
　分娩時においては正常に見えていたとしても、６‐２４時間後に臨床症状が出現する仔馬も存在する。また、異常な状態で分娩されたり、死産となる場合も存在する。
　周産期仮死の仔馬は、中枢神経系（ＣＮＳ）障害と同様の諸症状を呈するが、下痢、疝痛および排尿量の減少などを呈することもある。一般的に観察される症状には、痙動、痙攣、吸引反射の減少、迷走、失明、発作および昏睡などである。
　周産期仮死の原因は、胎盤の異常、難産あるいは分娩の遅れ、双子、先天性の奇形および母馬の病気などである。治療の際には、本疾病に起因する全身性障害への対処を目的とした質の高い看護が必要とされる。具体的には、低酸素症、抑鬱状態、換気の減少、血液量減少、心臓の拍出量の減少、発作、敗血症および胃潰瘍の治療である。
　ケンタッキー大学の家畜疾病診断センターでは、３年間（１９９８－２０００年）で１６３件の周産期仮死が診断された。その数は、胎子（妊娠１０－１１ヶ月目）および仔馬（生後1日齢）の診断件数の約７％に相当する（表１を参照）。
　性別が示されているケースを調査したところ、牡馬が６９％、牝馬が３１％であった。また周産期仮死は、品種を問わず発生する。本調査において、診断は妊娠３００日目以降の仔馬に対して行い、３００日目未満の仔馬（胎子）は対象にしなかった。病歴には、難産と記載されていることが多かったが、正常な分娩との記載がなされたケースも少なくなかった。
　病歴には、胎盤膜の排出が不適切であった、あるいは仔馬よりも先に胎盤膜が出現したとの記載がなされていた。多くの場合、仔馬は分娩時に既に死亡していた。また、生きて出産したが、生命力が弱く、その後死亡した仔馬も存在した。検査が行なわれたが、診断の基礎となる病変は、発見されなかった。
　剖検において、肺の部分的な通気、呼吸器系の粘膜および心臓の点状出血、腸間膜および腸間膜リンパ節の浮腫、関節軟骨の赤色変色を伴う肩関節への出血、などが観察された。
　出血は、産道を通過する仔馬が過度に圧迫されることにより生じており、難産あるいは分娩の遅れが示唆された。このことから、周産期仮死は必ずしも感染症に起因するものではないといえる。
　分娩後の早い時期に胎盤が母馬から排出されることから、胎盤は分娩時あるいは分娩後直ちに子宮から剥離するといえる。したがって、迅速な出産により、酸素欠乏のリスクが低下すると考えられる。仔馬が母馬に比較して大きい場合や分娩時の子宮収縮の強さにより、損傷が発生する可能性は上昇する。
　妊娠牝馬の体調を良好な状態に維持し、いかなる軽度の疾病でも治療しておく必要がある。周産期仮死を防止する為に、管理者は分娩の兆候を示す牝馬を監視し、すべての分娩に立ち会う必要がある。また分娩時には、仔馬の産道通過に必要な時間が過度に延長しないように、介助する必要がある。
　難産に遭遇した場合は、迅速に対処し、必要に応じて獣医師の援助を求める必要がある。仔馬が仮死症状を示した場合は、獣医師が直ちに検査し、適切な処置にあたる。
問い合わせ先：ﾆｰﾙ･M･ｳｲﾘｱﾑｽﾞ医師、電話(859)253-0571、nmwillia@ca.uky.edu. 家畜疾病診断ｾﾝﾀｰ｡
表１：
年　　　　　　周産期仮死の件数　　　合計件数＊　　合計に対する％
１９９８年　　　　　５１　　　　　　　７７８　　　　　　６．５
１９９９年　　　　　４８　　　　　　　８２２　　　　　　５．８
２０００年　　　　　６４　　　　　　　７７３　　　　　　８．３
＊妊娠１０－１１ヶ月目および生後１日の仔馬の合計件数。
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